
- 1 -

ウクライナ戦争と改憲・大軍拡に反対する！

労働組合が「戦争反対」の一点で結集！
◆ 10 月 21 日、18:30、首相官邸前に、反戦平和を叫ぶ労働者が結集した。労働組合が先頭に、反戦
運動をいっそう高揚させる。反戦を訴える労働者した。21国際反戦デー首相官邸前行動‼�
労働組合が「戦争反対」の一点で結集、行動する国際反戦デー‼�
いつも戦争で最も犠牲をこうむるのは労働者。労働者の命と生活を守る立場の労働組合として「た
だちに戦争をやめろ！」と訴える。現状でも、日本はウクライナに武器を提供し戦争に加担してい
る。そして岸田政権はこの戦争を改憲と大軍拡に利用しようとしている。
■集合場所 首相官邸前は、同時刻は脱原発行動が官邸前で行われ、衆院議員会館周辺で行動！

【始まり】18:30
◆労働組合、労働者の結集で国葬反戦デーを開催します。

【主催者挨拶】東部労組須田書記長

反戦デー基調として、3点を訴えます。
(1)ロシア・ウクライナ戦争が 8か月も続く。最も傷つい
たのは、労働者です。国は違っても、労働者は利益と利
害を共有している。労働者の団結がなければ、資本家階
級に「デマの扇動でやられる」NATOだけでなく西側諸国から武器が供与されている。
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◆その緊張感の中で、日本の核保有、軍拡、南西諸島の軍事強化、
敵基地攻撃が煽られている。日本の軍拡が、いかに周辺諸国に脅威を煽っている。岸田首相は知る
べきで、やめるべきだ。
◆労働階級が反戦の先頭に立ち、搾取と抑圧に抗して、戦争反対を訴える。資本の攻撃に負けず、
日々闘う労働者組合、ユニオンが闘いをする。労働者階級が戦争を止める。ストライキ、ゼネスト
が戦争をとめる！ 1966年の起源がある。私たちは起源を継承、戦争止める！

【連帯挨拶】
◆福島瑞穂参議院議員(社民党)
法的根拠のない国葬の強行！旧統一教会と自民党の癒着ど

んどんと悪政が進む。敵基地攻撃能力の保有は戦争のできる
国から戦争をする国に移ろうとしている。国家安全保障戦略
など３文書の議論もしない。12/10 国会閉会。2 か月で一度の
説明もしない。そんな事許さない。サルトルは言いました。
金持ちが戦争で儲け、貧乏人が死ぬ。戦争を世界から無くす
のが、国際反戦デー！頑張りましょう。

【労組・団体連帯挨拶】
◆２０の労働組合、ユニオン、団体、政党から連帯と平和の決意が訴えられた。
◆新社会党(宮川)

27 年前、憲法に自衛隊を明記させない！小選挙区制反対！を掲げ結党しました労働者階級の政党
です。全ての戦争に反対、非武装中立！外交は政治と役人だけがするものでありません。人と人の
交流、文化交流が底辺にあります。近隣アジアの国々と交流はもとより国境をなくなるほどの国際
交流が大事です。自民党と大企業のおもてなしで、平和の祭典オリンピックの成功はありません。
金まみれの東京オリンピックは負の遺産です。労働階級の平和意識の高揚こそ、反戦平和の道です。
新社会党は労働者と一体となって戦争の道を断ち切ります。頑張りましょう！

【我が同志の連帯挨拶】
◆葛飾区議会議員（水摩雪絵さん）、ユニオンネットお互いさま（高橋邦広さん）
ユニオンネット平和センター（芝崎眞吾さん）、中部全労協（青柳義則さん）
◆およそ 80分の反戦・平和の訴えが労働組合か続いた。20名の声が首相官邸に届いた。
【解説】
◆10月21日は、ベトナム戦争に際して当時のナショナルセンターだった総評が1966年に反戦を掲
げる統一ストライキを決行した日！この反戦ストには官民の労働者520万人が参加した。10月21日
は「国際反戦デー」として記念され、労働者人民が反戦に立ち上がる日になっている。
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